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平成３０年度 (公財)竜王町地域振興事業団 事業報告                                                 

                                                    

【総  括】                                        

上期 近年にない厳しい気象環境は 事業遂行にも影響が出た。 

その挽回を期して臨んだ下期は 免除・減免対象の公益事業が 

続き、総収入は前年横這い留まった。（予算値未達：右図・下表) 

尚、収支面は 費用圧縮等の諸施策を講じ所定の額を確保した。 

その結果「修繕準備金引当」1500 万円を前年に続き計上できた。 

又、指定管理 5 か年計画の更改審査もご承認頂き 向後 5 か年間 

（2019～2023 年度）引続き担当させて頂く事となった。これまで 

の実績を総括し新たな目標に向けた課題整理と体制整備を行った。 

この機を転換点と捉え新期には体制も一新。対策を具現化すると 

共に行動展開に掲げる「チームケミストリー」を実践しチーム力 

の向上を目指したい。当期のトピックスを以下に列記します。 

 

＜事業運営面＞ 

1)上期、台風の多くは週末開催の各種イベントを直撃。中止中断等、その対応に翻弄された。 

下期はほゞ順調に推移しハットの夢発信事業、妹背のイルミ事業等々大過なく遂行できた。 

又、通常営業と重った各種の支援事業にも夫々の職場で目一杯の労役提供、後方支援を行った。  

2)積上げてきた事業・大会を継続すると共に 新たなコンセプトのもとで新企画にも注力した。 

・コミュニケーション能力とリーダーシップスキルの向上を目指したサッカー教室の新規開催 

・国体開催の気運醸成、啓発を目的にした「第 1 回ボルダリングチャレンジカップ」も共催。 

・スポ－ツセンタ－では Enjoy シリーズ拡充や新規教室の開講等 幅広い層の受入れに注力。 

3)異常気象下で「全天候型屋根付きドームの有用性」をより実感。その恩恵をより享受できた。 

4)積み上げた各種イベント、ドリーム教室の効果を再検証し継続的発展要件を整理。絞り込んだ。 

＜構内整備・業務改善面＞ 

1)機器や付属設備の修繕対応は目的を見据え柔軟に負担対応。電線埋設は自前で緊急対応した。 

2)費用削減と業務効率面では、業務の迅速かつ堅実な運用に向け以下の改善と意識改革を図った 

①電力契約を V-POWER から関西電力に戻した。（競合環境を設え価格交渉を重ね再値下げ獲得） 

②TKC 会計ｼｽﾃﾑの Version-UP を図り、月次損益・決算処理ｼｽﾃﾑを本格実施。定着を図った。 

③CS や安全対策として構内外の安全表示、案内板を整備した。関係機関のご支援に感謝したい。 

 

● 平成３０年度  収入（施設利用料＋振興事業収入）と 指定管理料  

（注） 収入には竜王町からの指定管理料・委託費等は含んでいません。                       (円・％)  

年 度 収入計画(予算) 収入実績 予算比 指定管理料 

平成２８年度 102,688,000 円 110,555,869 円 108％ 91,126,000 円 

平成２９年度 107,543,000 円 109,343,685 円 101.7％ 86,188,000 円 

平成３０年度 113,427,000 円 109,578,769 円 96.0％ 84,989,000 円 

前年比（率）  100.2％  98.6％ 
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【 妹背の里 】 

 

妹背の里は文化交流基地として、今日まで得た各種団体との事業連携の手応えを広域

視点で捉え、「夢発信」をキーワードに事業展開しました。 

四季を通じて「さくら祭り」・「ゴールデンウイーク企画」・「Xmas イルミ」を実施し、

園内どこもかしこも笑い声が響く活気溢れるものであり、さらに冬期を盛り上げるべく、

一昨年からライオンズクラブの協力を得ながらイルミ事業を実施。電球不具合やイベン

ト企画に難儀しながらも、約１ヶ月の間に１０，０００人余りの来園をいただきました。 

CS 対応として、HP 内バンガロー空室状況を掲載し、空き状況確認問合せの電話対応

の省力化や問合せ本数の減により、電話が繋がらないといった解消につなげました。 

門入口には緑化整備協力金箱を設けるとともに、サンタ２体によるサプライズなお出 

迎えで工夫を凝らし、今では人気の撮影スポットになりつつあります。 

施設管理面では、今後も起こりうる日野川越水時の自己防衛策として、池堰板を木製

から鉄製へより強固に改修し、水遊び場の安全性確保のため園内既設の水車においては

自前撤去し、点在する高木枯木処理緊急対応やバンガローリフォーム施工により、安心･

安全に利用いただけるよう対応してきました。情報発信においては、各報道機関への情

報提供ツールを用い、次に繋げられる効果的な発信ができ、その副次効果は大きく、「さ

くらライトアップ祭り」では TV 生中継など、今日までの積上げてきたことの成果が表

れ、マスコミやタウン誌開花情報サイトなども最大限活用し PR に努め、これらの様々

な角度からの情報発信・広報戦略が実を結びつつあると考えます。  

また「広告料換算」を用い、メディア広報によるいかに効果的に情報発信ができてい

るかを検証し、今年度は７，０４６千円の換算広告費、２１，１３７千円の広報効果を

得ながら、収入実績として利用料が、９，４５２千円：前年比１１２％・予算比１２４％、

振興事業収入１３，０３７千円：前年比１０７％・予算比１１２％を達成しました。 

 

 平成 30 年度 文化・レクリエーション振興事業  

イベント名 実 施 日 延べ動員数 

第１９回 さくらライトアップまつり ３月２８日～４月８日   １３，０１５名 

大人の竹細工教室  春期・夏期・秋期・冬期  １０４名 

ゴールデンウイーク in 妹背の里 ５月３日～６日  ５，５００名 

キャンドルナイトヨガ ５月２６日・９月１日  １０６名 

竹に纏わるキャンプ ６月１６～１７日・１０月２７～２８日  １８組７３名 

アウトドアクッキング  ９回  １４３名 

魚つかみチャレンジ １２回  １９７名 

第 21 回観月と万葉の夕べ ９月２２日  １３０名 

やまびこまつり １０月１４日  １，８００名 

彦根市少年リーダー研修 ６月３０～７月１日・９月２９～３０日  ３１名 

2018 イモセルージョンライトアップ １２月１日～２８日  １０，０００名 

Xmas イルミ妹背祭り １２月２３日  １，５００名 
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平成 30 年度 月別・施設別 利用人数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

多目的集会室 179 289 320 206 371 225 540 154 3,789 1,281 110 395

バンガロー 187 307 102 440 585 214 168 134 93 9 16 81

テントサイト 274 546 351 309 277 420 321 298 21 9 21 322

バーベキューサイト 519 433 318 556 423 324 97 116 23 15 9 338

散策 10,970 9,780 6,870 9,540 15,800 8,350 8,390 6,010 6,661 2,684 1,545 8,290

グラウンド･ゴルフ 0 75 135 11 27 66 73 79 60 33 26 74

テント付ＢＢＱ 1,115 2,348 1,117 1,591 1,722 712 776 299 10 0 0 205
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 平成 30 年度 施設別 稼働状況 

 稼動単位 総稼動単位数 利用稼動数 稼働率 

集会室 １日３単位 １，０７０ ２１３ １９．９％ 

バンガロー １日１０棟 ３，３７０ ３０８ ９％ 

テントサイト 営業日数 ３３８日 ３，８５５人 1日当たり 11.4人 

バーベキュー 営業日数 ３３８日 １２，４０８人 1日当たり 35.8人 

グラウンド・ゴルフ 営業日数 ７１日 １５９人 1日当たり 2.2人 

 

 

年度別  施設別 利用人数                                     （人） 

人 数 集会室 バンガロー テント 
バーベ 

キュー 

テント付 

バーベキューサイト 
散策等 

グラウンド・ 

ゴルフ 
合 計 

Ｈ２６年度 ２，７０３ ２，４５０ １，１３４ ４，２７9 ８，０１２ ２７，１００ １，２０８ ４６，８８６ 

Ｈ２７年度 ２，５０２ 2,864 ２，１１６ ３，９１９ １３，６６９ ６３，１４５ １，３４４ ８９，５５９ 

Ｈ２８年度 ２，６３６ 2,612 ２，１２５ ８，２３３ １２，８２９ ７５，１８５ ８８９ １０４，５０９ 

H２９年度 ７，８５９ 2,336 ３，１６９ ３，１７１ ９，８９５ ９４，８９０ ６５９ １２１，９７９ 

H３０年度 ２，２３２ ２，８０３ ３，８５５ ２，６１８ ９，７９０ ９０，６９０ １５９ １１２，１４７ 
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【 ドラゴンハット 】 

 

屋外スポーツ振興事業では、滋賀国体の啓蒙活動としてボルダリングを設置し２年目を迎え、

休日やイベント日を中心に５，７６９名（昨年 4,961 名）の利用があり、本年度は両小学校の体育館の

肋木にボルダリングウォールが設置されたことから、新規に「第１回竜王町ボルダリングチャレン

ジカップ」を教育委員会と共催し、小学１～６年生１７名の参加で、レベル別に踏破するコースと

指定されたコースをどこまで行けるかを競い合いました。大会後は興味を持った家族などが、 

定期的に利用されるようになり、一定の効果があったのではないかと思います。 

夢発信事業として、「ドリーム野球・プロサッカー県人会カップ」に加えて、東近江市にあるプロ

サッカーチームの“ＭＩＯびわこ滋賀”の指導者・選手による催し物を夏・冬と開催しました。 

各事業の運営には、多くの団体の協力のもと実施しました。特に町内青少年団体（竜王中学

校・野球スポ少・竜王ジャガース・サッカースポ少）のご支援には感謝しております。 

施設運営は、毎年定期的なイベント利用があるものの厳しい状況の中、次年度に向け新たな

イベントを誘致・獲得しました。 

経年劣化による施設不具合等が顕著になりつつありますが、懸案事項であった音響設備が

次年度に役場にて改善予定であります。 

引続き、ランドマークとして利用者に安心して利用いただける施設運営に心がけていきます。 

 

平成 30 年度 屋外スポーツ振興事業 

大会・イベント・スクール名 実施日 チーム数 参加数 

第１８回 竜王町長杯テニス大会 ４月２２日  １１組 ２２人 

第２０回 理事長杯少年サッカー大会 ７月２８・２９日   台風中止 

第２２回 竜王町長杯ソフトボール大会 ９月２日  ８チーム ２００人 

第 ３回 ドラゴンカップ少年サッカー大会 １２月２４日  ５チーム １００人 

第２１回 竜王町長杯少年野球大会 １１月１７・１８日  １４チーム ５００人 

第 ９回 理事長杯テニススクール生大会 １２月２日  ４０組 ８０人 

第２２回 竜王町長杯少年サッカー大会 ２月９・１０・１１日  ３２チーム １，２００人 

第 ７回 ドリーム野球教室 １２月２７日  ９チーム ２００人 

ＭＩＯびわこ滋賀 サマーフェスティバル ※新規 

ＭＩＯびわこ滋賀 クリスマスサッカー教室 ※新規 

８月４日  

１２月２５日  

９チーム 

７チーム 

１0０人 

６０人 

第 ２回 プロサッカー滋賀県人会カップ １２月１５・１６日  ８チーム ２００人 

フリーマーケット ｉｎ ドラゴンハット ６月２３日  １３０区画 ５，０００人 

テニススクール （４期・４コース・10 回） 
火曜初中級・金曜上級 

土曜初心者 A/B・中級 
２００回/年 ３，７９０人 

ジュニアテニス初心者・初中級 火曜 ８０回/年 ９００人 

ジュニア陸上 火曜 ４０回/年 ４１０人 

平成３０年度 総合体育大会 ７月７・８日  ７種目 ８５０人 

元旦マラソン １月１日   ２００人 
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平成３０年度 月別・施設別 利用人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 施設別 稼働状況 

 稼動単位 総稼動単位数 利用稼動数 稼働率 

ドラゴンハット 1日３単位 ９２１ ７７３ ８３．９％ 

テニスコート 1日1面１３単位 ４面 １４，１１１ ５，７５８ ４０．８％ 

自由広場 1日２単位 ６２３ １７７ ２８．４％ 

 

平成３０年度 ドラゴンハット利用種目件数と人数 

種 目 件 数 利用人数 種 目 件 数 利用人数 

サッカー １６９ 件 ７，６３８ 人 レクリエーション ３ 件 ６７０ 人 

ゲートボール ７８ 件 １３，２１５ 人 フットサル ８ 件 ４１７ 人 

軟式野球 ２２ 件 １，６８７ 人 その他 スポーツ ９ 件 ２，２６６ 人 

グラウンド・ゴルフ ２５ 件 ４，３６０ 人 サッカー大会 １３ 件 １，２００ 人 

ソフトボール ３２ 件 ３，２４８ 人 ソフトボール大 会 ２ 件 １００ 人 

催し物 ６７ 件 ６５，９１０ 人 少年野球大会 ４ 件 ５５０ 人 

運動会 １８ 件 ８，５９５ 人 フ リ ー マ ー ケ ッ ト ２ 件 ５，０００ 人 

ゴルフ ９ 件 ２７ 人 陸上教室 ３０ 件 ２７４ 人 

     合   計 ４９１ 件 １１５，１５７ 人 

 

   年度別 施設別 利用人数                                   （人） 

人 数 ハット テニスコート 自由広場 合 計 臨時駐車場 

Ｈ２７年度 １２４，３４０ ９，７０８ １４，２０５ １４８，２５３ ６，２７９台 

Ｈ２８年度 １３８，６０５ １０，１４３ １６，３４７ １６５，０９５ ５，９４０台 

Ｈ２９年度 １１３，７６３ １０，７５４ ２３，５２２ １４８，０３９ ３，５８８台 

Ｈ３０年度 １１５，１５７ ９，８９９ １７，７９１ １４２，８４７ ２，２８６台 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ハット 15,657 12,863 11,520 5,002 12,384 10,452 15,313 16,211 4,192 5,030 2,090 4,443

テニスコート 929 814 953 723 882 644 1,014 1,009 674 609 743 905

自由広場 1,204 1,154 2,520 378 5,200 1,310 565 900 2,440 420 660 1,040
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【スポーツセンター ・ ジム＆スタジオ ・ ふれあいプラザ】 

 

平成３０年度の事業展開として、自主事業で一番の集客を得ているスイミングスク

ール生の更なる獲得を目指し最大限の受け入れ態勢を構築し、定員各曜日１２０名

に設定し募集を実施しました。結果、各期定員まで達せず定員割れとなりました。  

また、昨年度より受講者数減と少子化の影響が原因ではないかと考えられます。  

スポールセンターの自主事業収入は、前年比９４．６％、予算比９６．９％と減収、

スイミングスクール受講生減および春期で閉講したキッズサッカー、ジュニアサッカー

スクールの収入が影響しました。  

 スポーツセンター利用料収入においても、前年比９２．５％、予算比８７．８％とこちら

も減収しました。要因として全体的な利用者減と体育館フロア改修工事による１ヵ月

間体育館の利用が出来なかったことや台風の接近より４度の臨時閉館によることが

考えられます。  

スポーツジムにおいては、なかなか新規事業の開拓ができず、冬期に人気スクール

ZUMBA（水曜コース）を新規開講するのみにとどまり、前年比８９％、予算比８８．５％

と減収となりました。  

スポーツジム利用料収入においても前年比９０．６％、予算比８９．９％とオープン

以来右肩上がりで利用者数も伸びてきましたが、初の利用者数、収入共に前年比

割れとなりました。  

それでも年間延べ１万人の方にご利用いただいております。オープンより１０年目

新たな変化を求められる時期が来たと考えております。  

 

受託事業として町健康診断受診者を対象に実施している「特定保健指導(メタボ予防)」

も今年度は個別指導４１名、集団指導４回延べ２３名の方を指導し、町民の健康維持に

寄与できているものと考えます。 

また、各字で開催されている「おたっしゃ教室」に出向き、参加者の１年間の成果を

計る「高齢者体力測定事業」においては、町まちづくり交付金制度への移行に伴い、   

前年度は２１地区実施が今年度は１０地区へ減となりました。 

 

施設管理においては、昨年度からの懸念材料でありました体育館のフロア床剥離問題も１２

月に１ヶ月の工事期間を費やし改修工事を実施していただき、これにより安全で快適にご利用

いただけるものと安心しております。 

ソフト面においては、アルバイトを含め全職員に CPR＆AED の訓練を実施し、プールでは 

水難救助、災害時を想定した避難誘導訓練、初期消火訓練などの消防訓練も実施し利用者が

安心して利用いただけるように準備してまいりました。 

今年度も、利用者の安心・安全を第一に施設保全に取り組み大きな事故なく１年を終えること

ができました。 
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平成３０年度 健康づくり・屋内スポーツ振興事業（スポーツセンター） 

事業名 対象者 
定員

(人) 
曜日 回数 期 

受講数

(人) 
率 

スイミング   

スクール 

３歳～   

中学生 
４８０ 

水
・
木
・
金
・
土 

  春 ４５１ ９４．０％ 

各曜日 夏 ４５７ ９５．２％ 

10 回／期 秋 ４４７ ９３．１％ 

  冬 ４５１ ９４．０％ 

ベビー     

スイミング 
３歳未満 ３０ 

木
・
土 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １７ ５６．７％ 

夏 ２６ ８６．７％ 

秋 ２９ ９６．７％ 

冬 ２７ ９０．０％ 

ウォーター

エクササイズ 

１６歳 

以上男女 
３０ 

火
・
木 

  春 １７ ５６．７％ 

各曜日 夏 １７ ５６．７％ 

10 回／期 秋 １５ ５０．０％ 

  冬 １４ ４６．７％ 

Enjoy   

ウォーキング 

中高齢者を

はじめ 

どなたでも 

２０ 水 

  春 １８ ９０．０％ 

各曜日 夏 １８ ９０．０％ 

10 回／期 秋 ２１ １０５．０％ 

  冬 ２０ １００．０％ 

Enjoy    

スイム 

泳げない方を

はじめ 

どなたでも 

３０ 
火
・
金 

  春 ２８ ９３．３％ 

各曜日 夏 ２７ ９０．０％ 

10 回／期 秋 ３０ １００．０％ 

  冬 ２９ ９６．７％ 

キッズ 

サッカー 

４歳～ 

 ５歳 

（未就学児 ） 

１８ 土 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 ６ ３３．３％ 

夏  ％ 

秋  ％ 

冬  ％ 

ジュニア  

サッカー 
小１～２ １８ 木 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １３ ７２．２％ 

夏  ％ 

秋  ％ 

冬  ％ 

短期 

スイミング 

バタ足 

クロール 
３０ 不定 

各 10 回 

程度 

  ％ 

夏 １１ ３６．７％ 

フリー 

スポーツ day 
どなたでも 火・土 

年間 24 回

（月２回） 
- １８４ - 

特定保健指導 委託契約に基づく 
個別 ４１ - 

集団 ２３ - 
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平成３０年度 健康づくり・屋内スポーツ振興事業（スポーツジム） 

事業名 対象者 
定員

(人) 
曜日 回数 期 

受講数 

(人) 
率 

Slow-Flow 

ヨガ 

一般女性         

(初中級） 
３０ 

火
・
水 

  春 １７ ５６．７％ 

各曜日 夏 １８ ６０．０％ 

10 回／期 秋 １７ ５６．７％ 

  冬 １８ ６０．０％ 

ピラティス 一般男女 ３０ 
火
・
木 

  春 ２１ ７０．０％ 

各曜日 夏 ２３ ７６．７％ 

10 回／期 秋 ２４ ８０．０％ 

  冬 ２２ ７３．３％ 

クラシック   

バレエ（幼） 
年少～年長 １０ 火 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １１ １１０．０％ 

夏 １１ １１０．０％ 

秋 １１ １１０．０％ 

冬 １１ １１０．０％ 

クラシック   

バレエ              

（jr①・ 

  jr②) 

小１～中３ ２０ 火 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 ２１ １０５．０％ 

夏 ２４ １２０．０％ 

秋 ２４ １２０．０％ 

冬 ２３ １１５．０％ 

クラシック   

バレエ 
一般女性 １０ 火 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １１ １１０．０％ 

夏 １０ １００．０％ 

秋 １０ １００．０％ 

冬 １０ １００．０％ 

初級      

エアロビクス 
一般男女 ４５ 

木
・
金
・
土 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １７ ５６．７％ 

夏 １１ ３６．７％ 

秋 １１ ３６．７％ 

冬 １０ ３３．３％ 

健幸・太極拳 一般男女 １５ 土 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 ９ ６０．０％ 

夏 ７ ４６．７％ 

秋 ８ ５３．３％ 

冬 ５ ３３．３％ 

キレイに 

 なるヨガ 

一般女性     

（初中級） 
１５ 木 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １３ ８６．７％ 

夏 １１ ７３．３％ 

秋 １４ ９３．３％ 

冬 １２ ８０．０％ 

energie 

yoga 一般女性   

（初中級） 
１５ 金 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 ９ ４６．７％ 

夏 １１ ５３．３％ 

秋 １３ ６６．７％ 

冬 １４ ７３．３％ 
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平成３０年度 健康づくり・屋内スポーツ振興事業（スポーツジム） 

事業名 対象者 
定員

(人) 
曜日 回数 期 

受講数 

(人) 
率 

ルーシー   

ダットン 
一般男女 １５ 金 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １３ ８６．７％ 

夏 １０ ６６．７％ 

秋 １１ ７３．３％ 

冬 ８ ５３．３％ 

ZUMBA 一般男女 

４５ 

冬より 

６０ 

火・土 

冬より 

水 

追加 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 ５６ １２４．４％ 

夏 ５７ １２６．７％ 

秋 ５９ １３１．１％ 

冬 ７０ １１６．７％ 

バレトン 一般男女 １５ 火 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 １０ ６６．７％ 

夏 ９ ６０．０％ 

秋 １０ ６６．７％ 

冬 ９ ６６．０％ 

D-STEP 

ダンス 

Hiphop クラス 

JAZZ クラス 
３０ 金 

  

各曜日 

10 回／期 

  

春 ３ １０．０％ 

夏 ２ ６．０％ 

秋 ６ ２０．０％ 

冬 ７ ２３．３％ 

長いきいき 

健康教室 

特定高齢 

事業卒業生 
１６ 金 

特定高齢事

業に準じる 

春 １３ ８１．３％ 

夏 １３ ８１．３％ 

秋 １３ ８１．３％ 

冬 １３ ８１．３％ 

ジム利用    

講習会 
中学生以上 

※ 

９０ 

 

－ 2 回/月 

4～6 月 ６７ ７４．４％ 

7～9 月 ５５ ６１．１％ 

10～12 月 ５０ ５５．６％ 

1～3 月 ５１ ５６．７％ 

高齢者体力

測定事業 

各字 

おたっしゃ 

教室 
 

－ 
各字より 

依頼 
 １０地区  

※ 1 回 15 名×2 回／月で 3 ヶ月として 
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平成３０年度 健康づくり・屋内スポーツ振興事業（岡屋ふれあいプラザ） 

事業名 対象者 
定員

（組） 
曜日 回数 期 延べ組数 率 

ベビー 

マッサージ 

２か月～ 

１歳 
５ 木 

４回 春 ５ ２５．０％ 

６回 夏 ７ ２３．３％ 

８回 秋 １２ ３０．０％ 

６回 冬 ９ ３０．０％ 

 

※前日までの完全予約制 

事業名 対象者 定員 曜日 日程 延べ数 率 

花見ウォーク 中高齢者 ３０ 
火～

木 

４月４日 

１８ ６０．０％ ４月６日 

 

Enjoy 

サイズ 

中高齢者

はじめ  

どなたでも 

１５ 金 

  春 １４ ９３．３％ 

各曜日 夏 １２ ８０．０％ 

10 回／期 秋 １２ ８０．０％ 

  冬 １０ ６６．７％ 

                                           

 

 

平成３０年度 施設別 稼働状況 

施設名 稼動単位 総稼動単位数 利用稼動数 利用人数 稼働率 

体育館 １日３単位 ８４９ ４７４ １５，６５７ ５５.８％ 

弓道場 １日３単位 ９０６ ３０６ ２，３２０ ３３.８％ 

岡屋プラザ １日２単位 ６０６ １６６ １，５６６ ２７.４％ 

プール 日数 ３０２ － ４３，９６４ １４６人／日 

採暖室 日数 ３０２ － １４，７９６ ４９人／日 

ジム 日数 ３０２ － １０，９８６ ３６人／日 
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平成３０年度 月別・施設別 利用人数 

 
 

 

年度別 施設別 利用者数                                      （人） 

人 数 プール 採暖室 体育館 弓道場 
岡屋 

プラザ 
ジム 合計 

平成２７年度 ３５，４３５ １７，６５０ ２４，１０２ ２，２７６ １，２４３ １０，４６３ ９１，１６９ 

平成２８年度 ３８，８９７ １８，７５０ １４，８１１ ２，４１０ １，６９８ １０，８１３ ８７，３７９ 

平成２９年度 ４５，３０６ １６，６０８ １２，９８９ ２，３４７ １，７６６ １１，１４２ ９０，１５８ 

平成３０年度 ４３，９６４ １４，７９６ １５，６５７ ２，２６６ １，５６６ １０，９８６ ８９，２３５ 
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【 研修センター （ふれあいセンター） 】 

 

平成３０年度の研修センター主催の「ふれあいフリーマーケット」は、予定４回中、１回のみの

開催（３回は雨天中止）で、減収となりました。 

毎回、募集区画を超える応募があり、キャンセル待ちを受付ける人気で、中止の影響は大きく、

今後の課題として、年度途中にでも臨時開催等を含め、検討していきたいです。 

文化系教室としては、継続の「筆文字教室」と「ロボット教室」・新規に「プログラミング教室」を

開講しました。 

 「筆文字教室」は、気軽さ手軽さから安定した人気があり、継続開講となりました。 

 「ロボット教室」は、“スポーツと科学”を融合させた青少年育成を目指す 『夢発信事業』として

開講し、自分で組立て、パソコンを使い自分でプログラミングをし、ロボットを動かすことで受講者

はもちろんのこと、その保護者の方までが興味・関心を示していただき、親子で熱心に取組まれ

る教室となりました。 

ただ、町内参加者が１割程度と低く、今後の課題ではあり、将来のエンジニア育成を目的に、

引続き取組んでいきます。 

施設の管理運営においては、定期的な会議・研修利用はあったもののイベントや展示会利用

の減および、開催されても開催日数減により、収入予算を達成することができませんでした。 

稼働率も相変わらず低率であるため、今後も継続課題として各施設と連携した事業の展開を

視野に入れ、利用拡大に繋がるよう取り組みます。 

 

 

平成３０年度 文化・レクリエーション振興事業 

イベント名 実施日 出店区画数 参加数 

ふれあいフリーマーケット 

 ４月１５日（日） １０５区画 雨天中止 

 ９月３０日（日） １０５区画 雨天中止 

１１月２３日（祝） １０５区画 １，０００人 

 ３月２１日（祝） １０３区画 雨天中止 

 

 

事業名 対象者 定員(人) 曜日 回数 受講数(人) 参加率 

筆文字教室：前期（４月～９月） 一般 １７ 火 ６回 ８７ ８５．３％ 

筆文字教室：後期（１０月～３月） 一般 １７ 火 ６回 ９０ ９１．２％ 

ロボット教室（４月～７月） 小４～６ １２ 土 ４回 ６６ １３７．５％ 

ロボット教室（１０月～１２月） 小４～６ １２ 土 ４回 ４０ ８３．３％ 

プログラミング教室（６月～８月） 小４～６ １２ 土 ６回 ６９ ９５．８％ 

プログラミング教室（１月～３月） 小４～６ １２ 土 ６回 ６６ ９１．７％ 
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平成３０年度 月別・施設別 利用人数 

 

 

平成３０年度 施設別 稼働状況 

 稼動単位 総稼動単位数 利用稼動数 稼働率 

大会議室 1日３単位 ９１５ ２５４ ２７．７６％ 

小会議室 1日３単位 ９１５ ２００ ２１．８６％ 

和室 1日３単位 ９１５ ９８ １０．７１％ 

                                

平成３０年度 利用形態別 利用状況 

《 利用形態 》 《 利用件数 》 《 利用人数 》 

会議・研修 ６４ 件 ２，２７６ 人 

展示会等 ５ 件 １，８７５ 人 

控え室・休憩 ３４ 件 ２，４１１ 人 

食事 ９ 件 ７８３ 人 

その他 ８８ 件 ４，３７５ 人 

合   計 ２００ 件 １１，７２０ 人 

 

年度別 施設別 利用人数                         （人） 

人 数 大会議室 小会議室 和 室 合 計 

Ｈ２７年度 ８，６９４ １，９８４ ９２５ １１，６０３ 

Ｈ２８年度 ８，４８１ ２，６４８ １，１７１ １２，３００ 

Ｈ２９年度 ８，３７８ ２，２９０ １，１５４ １１，８２２ 

Ｈ３０年度 ８，３３５ １，７１３ １，６７２ １１，７２０ 
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【 農村運動広場 】 

 

 

利用者は町内在住および町内企業勤務者であり、青少年の野球チームが休日および 夜間

に多く利用され、利用料収入６０２千円、前年比１２４％での増収となりました。 

 

 

平成３０年度 屋外スポーツ振興事業  

イベント名 実施日 延べ動員数 

第 8 回妹背の里杯 少年野球大会  ３月１６日 
参加チーム 

確保できず中止 

 

 

  平成３０年度 施設別 稼働状況 

 稼動単位 総稼動単位数 利用稼動数 稼働率 

農村運動広場 １日３単位   １，０７４ ３８６  ３５．９％ 
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参考資料 
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Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

運動公園計 222,246 251,025 264,774 250,019 243,802

妹背・農村計 68,369 113,492 122,665 134,849 127,719
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